
理解学習 実践例 

B中学校の例 

新入生に難聴生徒が在籍している B 中学校では、難聴に対する理解を図ろうと職員研修を申

込み、８月に実施しました。その際、生徒にも体験させたいという意見や難聴生徒の希望等か

ら理解学習の依頼のメールをいただきました。 

 

① 申込み 

 ９月上旬 当該生徒と保護者の希望を確認した上で、当該学年への理解学習希望の連絡  

          （メール） 

② 打合せ 

９月中旬 電話・メールで「日時」「対象クラス」を決定 「実施前アンケート」送付  

９月下旬 電話で、「希望の内容」「難聴児の状況や困っていること」等を確認 

       中学校から聴覚支援学校へ「依頼状」送付 

10月上旬 電話で当日の進め方について確認 

１０月下旬 本校より「当日資料」「感想用紙」送付（メール）  

 

③ 当日 

 １０月下旬 難聴理解学習実施（５０分） 

      ・（説明）難聴とは、補聴器について 

・（体験）聞こえにくさの擬似体験を通した心情理解等 

・（話し合い・説明）学校生活の中で協力できること   

      ・（感想記入）プリント 

  

④ フィードバック、その後 

１２月  本校より「実施後アンケート」送付（メール） 

       担当者（難聴学級担任）とその後の状況等について協議 

 

 職員研修をきっかけにして、難聴理解学習を実施した B 中学校。その後の様子について、実

施後アンケートや、難聴学級担任・特別支援教育コーディネーターとのやり取り、当該生徒の教

育相談等を通して、継続してつながりをもっています。 


